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 いまだからこそ 

副校長 城 﨑  真 
 ロンドンオリンピックに世界中が釘付けになったこの夏でしたが、第 18回夏季オリンピ
ックは、昭和 39年に日本で開催されました。開会式は 10月 10日に行われ、この日が「体
育の日」として国民の祝日となりました（現在は、10月の第 2月曜日）。 
 さて、10月に入ります。「○○の秋」人により○○に入る文字は違うかもしれませんが、
大北小では「運動の秋」を大切にしたいと考えています。今、子供の運動離れが問題視さ

れています。いろいろな社会背景が影響して残念ながらそ

うなってしまっている感がありますが、大変憂うべき問題

です。なぜなら、図にあるように神経系の成長は 12歳ま
でにほぼ１００％になります。この時期に様々な神経回路

が形成されていくので、多種多様な動きを経験させること

が大変重要なのです。いったん自転車が乗れるようになる

と何年間も乗らなくても、スムーズに乗れることがよい例

です。 
 暑かった夏も、嘘のように過ごしやすい季節となりまし

た。それに伴い、子供たちの休み時間の外遊びも活発にな

ってきました。９月号でもご紹介しましたように、大北小

は体育の研究を行っています。どうすれば子供が体育好き

になるか、どうすれば子供の体力を向上させることができるか、どうすれば普段から運動

に親しむ子供になるかなどを研究しています。それは、体育の授業の充実だけではなく、

休み時間や放課後の外遊びまでも視野に入れています。なぜなら、一週間に２～３時間の

体育の授業だけでは、体力を高めることはできないからです。 
 大切なこの時期に、子供たちに体を動かすことの心地よさを感じさせられるように学校

教育全体で行ってまいりますので、ご家庭では、「早寝、早起き、朝ごはん」「栄養満点、

おいしさいっぱい」健康管理のご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
１０月号 
平成２４年  ９月 ２８日 

練馬区立大泉北小学校 

校 長  小 島  英 樹 

           「読書旬間に向けて」       図書主任  鈴木 志穂子 
１０月１５日から読書旬間が始まります。秋の読書旬間では、１５日と２３日に、「ねりまお

はなしの会」の方々によるお話の会を行います。ろうそくに火を点けられ、お話の世界に子供

たちが誘われます。子供たちはとても楽しみにしています。図書委員会では、『まちのねずみと

いなかのねずみ』の朗読を行います。読書旬間中は、色々な本とふれあう中で、お気に入りの

本を見つけたり、視野を広げたりして心の栄養にしてほしいと願っています。ご家庭でも、ぜ

ひ秋の夜長に親子で本を読んでみてください。 
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                                     ３年 京田 華子 
                                                              

７月６日に「プレルボール」というゲームの研究授業をしました。このゲームを通して、５・６年生で学

習するソフトバレーボールにつながる動きを身に付けることができます。ボールを打ちたい方向に体の向き

を変えたり、ボールの操作をしやすい位置にすばやく移動したりすることをねらいとしています。 
 ボールへの恐怖感のある子供もいましたが、大きくて柔らかいソフトバレーボールを使ったので安心して

取り組むことができました。一人一人の役割が明確になるようにルールを設定したことで、チームで協力す

る姿や、ゲームを楽しむ姿を見ることができました。 

 
 
 
 
 

すばやく集合！ 

友達のよいよころを「ほめ

ほめタイム」で発表します。 

今日のめあては 

達成できたかな。 

はい！パス！！ 
次はぼくの番だ！ 

研究だより～３年生 研究授業～ 

がんばるぞ、おー！！ 



岩井移動教室を終えて 
５年 宮澤 竜太郎 

 

９月１９日（水）～９月２１日（金）の３日間、千葉県の岩井にて、移動教室を実施しました。

出発当日は雨。２日目から雨は上がったものの、事前に子供たちと計画・準備してきた行程や活

動内容を当日変更せざるを得ない場面がたくさん出てきました。その都度、担任は細かい指示を

出すのですが、キャンプファイヤーでは強風で直前に中止になり、体育館でのキャンドルサービ

スになりました。急な変更の中で、話を聞く子供たちのまっすぐな視線と、一つ一つ真剣に耳を

傾ける態度が印象的で、その夜の集いは５年生のとても成長した姿を感じました。 

 

「移動教室を成功させよう」と、準備を始めたのは夏休み前。初めての宿泊行事。不安よりも

期待が大きすぎて周りや友達の気持ちがなかなか考えられず、ざわざわしながら話を聞いたり、

係の仕事や打ち合わせも気持ち半分で臨んだりした子が見られました。日にちが近づくにつれ、

少しずつ気持ちにまとまりが出てきたものの、ベルデ岩井ではあいさつや振る舞いなどで、当初

は注意を受けました。でも、それを一人一人が考え、みんなで一つ一つ注意されたことを改善し

て行動することで成長し、帰る時には５年生らしい行動ができるようになり褒められるようにな

りました。集団行動の意義や友情の大切さに大いに触れ、楽しい思い出をたくさん作ることがで

きました。 

この素晴らしい経験をこれからの学校生活に生かしてほしいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１０月行事予定表 
◎今月の生活目標： 外遊びをしよう  遊びのきまりを守ろう 

             じょうぶな体をつくろう  友達と仲良く遊ぼう 

日 月 火 水 木 金 土 
 

１ 

都民の日 

２ 

 

 

３ 

音楽朝会 

 

 

４ 

歯科染色指導（６年） 

生活科見学(２年) 

５ 

音楽鑑賞教室 

1～3年（1・2校時） 

4～6年（3・4校時）                                                  

６ 

 

７ ８ 

体育の日 

９ 

 

 

１０  

月曜時間割 

安全指導 

児童集会 

１１  

歯科検診 

（１・２・３年） 

 

１２ 

 

１３ 

終業式 

金曜時間割 

１４ １５ 

始業式 

委員会活動 

読書旬間始め 

（～２６日）  

おはなしの会 

PTA美化デー 

１６ 

生活科見学（１年) 

セーフティ教室 

（６年） 

１７  

けやき班遊び 

１８ 

社会科見学（３年） 

歯科検診 

（４・５・６年） 

１９  

避難訓練 

２０  

避難拠点訓練 

（９：００～） 

２１ 

 

２２ 

全校朝会 

クラブ活動 

２３ 

おはなしの会 

２６ 

 

２７ 

 

２４ 

図書集会 

４時間授業 

２５  

セーフティ教室 

（４年） 

２８ 

 
２９ 

全校朝会 

クラブ活動 

３０ 

社会科見学 

（６年） 

３１ 

音楽朝会 

１１／１ 

 

２ 

B時程 

３ 
 

  
学校生活臨時支援員  １０月より学校生活支援員として、鳥辺 和史支援員が着任いたします。 
           よろしくお願いいたします。顔写真は、ホームページにUPします。 
 

自転車置き場  授業参観、保護者会等に自転車で来校の際は、次のことをお守りください。 

① 敷地内は、降りて自転車は押して歩いてください。 
② 藤棚下、体育館前、校庭の順番に奥から置いてください。 
③ 通路に置かないでください。 

大北小の父兄として、子供のお手本となる行動をお願いいたします。また、校舎内に入るときは

名前が見えるように名札をかけ直してからお入りください。 

 

計算チャレンジ  大北小ホームページに「計算チャレンジ」のコーナーを設けてみました。 

         まだ、作成途中で４～６年生分しかありませんが、家庭学習の一助となれば

と思っています。工夫して活用されてみてください。大北小ホームページには、「検索サイト」か

ら、「練馬区立大泉北小学校」と入力し、検索すれば見ることができます。 

副校長より            家庭との連携          副校長 城 﨑  真 
 個人面談での会話です。「先生、うちの子がいうことをきかないので注意してください」『分かりま

した。お宅のお子さんは、計算ができないので家でしっかり教えてください』「わかりました」何年

（何十年？）か前に話題となった４コマ漫画のセリフです。学校がしなければいけないこと、家庭が

するべきことがあります。しかし、完全に分担するということではなく、お互いに補い合うこと、協

力し合うことが大切であると考えます。 
 教師は、３０人～４０人を相手にしています。一人一人を大切に見ていますが、全部見ることは不

可能です。ですから、家庭で出来ること（例えば、筆箱の中身を確かめる。連絡帳を確認する等）、

よろしくお願いします。学校は、集団の中で生活する力と学力を付けるよう努力します。 
 教育基本法第十条に「父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任を有する」とありま

す。だからというわけではないのですが、かわいい子供たちをみんなで健やかに育てていきましょう。 


